
林木育種賞の受賞に当って

宮城県林業試験場

今回、はからずも当試験場が、多年にわたり育

種の推進に努力したということで、本年度林木育

種協会の総会の席上、頭書の育種賞を授与され表

彰されました。このことは、独り当試験場（前身

育種場）だけの努力ばかりでなしに、陰に陽にご

指導と助言とを賜はった林野当局並びに、手近か

には、東北林木育種場そして、当該育種場を中心

としての、育種協議会の関係メン

バーの方々の温かいご厚意とが,配潔謬喝し
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旧来の観念の打破と、より早く育　刑罰

種による種子、及び苗木の生産を＋箪輿

実現して、現物で育種の重要性を

理解させることが、何よりも緊要

と考え、場長以下職員一同この一

念で、鋭意努力を績み重ねてきた
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ますよう特にお厭いするものであります。

この機会に、本県の育種事業の現状を紹介いた

します。

1．試験場用地の利用区分について

別表－1　のとおり林木育種場発足（昭和37年）

を契機として、県当局の英断により総面積におい
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ところであり、これ一筋に永年苦労してきた職員

にとっては、その労の一端が報いられたことにつ

いて、喜びもひとしおであろうと考えております。

しかし本事業の性質上、今後更に長い年月をか

けて、次から次へと問題点の解決を図る必要性な

どを考え合せますと、胸を張って喜ぶにはまだま

だ先のことと考えられ、今後より一層のチームワ

ークと構造とが要求されます。この意味におきま

しても、今後も従前に倍してご叱声と鞭撻を賜り
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て108haの用地を確保するとともに、予算措置に

おいても、県有林特別会計をもって事業の推進を

図ることに方針が定められ、国で定めた育種指針

並びに、県の育種長期計画に基づいて、事業が順

調に進められた。

このことは、採種穂園設定等の用地及び経費の

面で、事業担当者はこれらの問題に煩らわされる

ことなく、一意専心事業達成に打ちこむことがで

きたことを、今更ながら痛感され、先輩のけい限



に感謝するところ大であります。

なお育苗用地が23ha余あり、県営造林用山行苗

木の生産を併せ実施して来たことにより、種穂生

産段階に入って、直ちに事業用として活用された

ことも、この事業推進に大いに役立ったことがあ

げられます。

2．育種々穂の生産並びに配付状況

採種園、採穂園の設定状況並びに、種穂生産と

民間配付の状況については、別表－2のとおりで

あるが、種子については、近年育種長期計画時点

の造林目標面積に比し20％前後減少傾向にあるこ

とではあるが、昭和49年産については、スギにお

いて、県内需要量の70％を、ヒノキ、アカマツ、

クロマツにおいて100％の自給が可能となったほ

か、昭和50年度以降においても、採種園の育成管

理の技術面等と、にらみ合して、コンスタントに

採種可能が期待されるようになったことは、今後

における本県の育種事業推進の上に極めて喜ばし

いことであります。

次にさし木育苗用植木の生産については、穂木

の生産能力から見て、数年前から県内需要を充た

して、なお且つ余りある状況に到っているが、ご

承知のように、肝心の発根率において問題が多か

ったので、民間育苗業者に対して、積極的に事業

用として配布することを手控えて今日まで推移し

てきた。

幸い昭和47年度から、当場において、ミストハ

ウス施設によるさし木苗育苗を事業的に実施して

きた結果として、漸く民営によっても事業的に採

算のとれる育苗方式が時々確立されたので、昨年
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秋頃から積極的にその普及に乗り出した。県行政

当局も当場のこの意を積極的に汲み、まずその手

初めとして、当場における国の補助になる増殖施

設をそのまま活用して、鉄骨ファイロンハウス2

棟（180㎡×2）を昨年12月に完成し、今年3月

中下旬に第1回目をさしつけ、6月下旬に移植を

完了した（発根成積66．0～87．4％・9クローン平

均78．0％）ほか、昭和50年度補助事業として、県

内2ヵ所（最終的には6ヵ所を目標）に、規模

200㎡（10×20m）の鉄骨ファイロンミストハウ

スそれぞれ1棟を設置して、専門にスギさし木苗

育苗施設として本秋から活用する運びとなってお

ります。

又これとは別に林業団体2、個人2人が、助成

措置なしにミストハウスによるスギのさし木育苗

を今春（個人1人は48年春）から開始している。

これらの事柄から見て、ここ数年採穂園の利

用、特に、将来性について種々苦慮し、いろいろ

迷惑をかけたことが、一ぺんに解消する機運が醸

成されつつあることは、何よりも増して嬉しいと

ころであります。

3．育種苗特にスギさし木苗木の民間配付状況

育種々子及びスギさし穂の民間配付について

は、前述のとおりであるが、これとは全然別個に

昭和44年から、本格的には昭和47年度から育種苗

を民間に配布している。この考え方は、その地方

における育種苗木の展示林として、又当場にて直

営で実施中の次代検定林の補完的情報源としての

試植林の形で、別表－3に示すとおり民間団体、

個人に配付している。

植栽方法については、将来のデータ収集等から

母系別或はクローン別に列植するよう依頼し指導

している。育種本来のあり方からすれば、問題な

しと言われないが、幸いにも当場の熱意に積植的

に協力を惜しまない造林者を得ており、今後も継

続実施の予定である。

特にさし木苗による造林については、従来本県

においては民間の薦林家が、もの珍らしげに100

～300本を少面積に植えている例だけしかなく、

今後大量にさし木苗木が、一般実生苗と同様に出

廻った場合、果して積極的にさし木造林がなされ

るかどうか、その普及を懸念される向もありま

す。従って本格的にさし木山行苗木が出廻る以前

に、さし木苗木の特質を十分造林者に理解して貰

う必要があるので、敢えて民間配付を計画したも

ので過去3ヵ年間配付した結果として、生長の点

については、いまのところ実生苗に劣るとは言え、

活着が極めてよいこと、寒風害にも比較的強いこ

となどが強く認識されて、今年春配付分について

は、その需要に応じきれない現状で、昭和52年春

以降出荷を予定される30数万本の山行苗木につい

ても懸念がないものと推察されます。
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4．スギさし木苗木の育苗とその形質について

スギさし木苗木の育苗については、さきにも申

し述べたとおり、発根率の問題、頭でっかちで脚

の長いふらふらした苗木、或は造林地における初

期成長についての問題点等から、特に本県等東北

地域にては事業的に実施することに問題があるの

ではないか、等と種々論議されてきたところであ

りますが、第2項でふれたように、漸く事業的に

採算ベースに乗る育苗方法が略々確立の段階に入

っております。

実を申しますと、このことについて過般の日本

林業技術協会の総会の席上「林業技術奨励賞」を

頂戴いたしました。まだ解決を要すべき問題点な

しとしないのでありますが、その考え方（方法）

については、既にその一端を昨年度東北基本区育

種協議会（会場・山形県）において、当場職員が

発表しておりますが、当場における過去3ヵ年間

の事業ベースで実施した結果では、発根促進方法

として、ミストハウス化する一方、さしつけベッ

トに温床線を入れること、さし穂は1年枝を用い

12～15cmに穂拵えし除葉はしない。第1回のさし

つけ3月下旬～4月上旬、この掘取移植6月下旬

～7月上旬、第2回目は8月下旬～9月上旬さし

つけ、翌年3月下旬～4月上旬移植し、1回目は

据置きのまま翌年秋に掘取り山出し苗とする如く

ハウスの回転は年2回といたします。

このさし木2年生山行苗木と、実生3年生山行

苗木の形質を比較したものは、別表－4に示すと

おりで、伸長、根張りともそん色のない山行苗木

と自信をもって育苗しつつあります。

なお山地に植栽されてからの当初の成長につい

ては、ここ1～2年間の成長経過を観察しない

と、はっきりしたことは申しあげられないが、従

来のように数年乃至10数年間も実生苗に比べ劣る

ことはないのではないか、勿論クローンによって

当然初期成長に差があることであろうが、クロー

ンによっては初めから実生苗と同等以上に伸長す

るものがでてくることを期待しております。

以上紙数の関係で本県における育種事業の全ぼ　　かしくないと自負できる努力の跡を記述しまし

うを明らかにすることはかないませんが、特に本　　　た。

県として、皆さん方にお知らせしても、決して恥　　　　ご参考になれば幸いです。　　　　　　以上

昭和49年度育種担当官会儀の内容紹介

No．55のつづき

東北林木育種場

Ⅲ．将来世代のための育種

これには次の3項目が紹介され論議がなされ

た。

1．人工交配家系を用いた実生採種林（林試本場

遺伝育種第4研究室）

採種園産の種子を用いた造林地から、2次精英

樹を選抜して採種園を作り、事業的規模で種子が

生産されるまでにかなり長い年月を要する。ま

た、少数クローンで構成されている採種園の種子

邑　巳1

．相川誹
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二二∵二二　題

を用いた造林地からの2次精英樹間に、近縁関係

が存在する危険性が予想されている。

これらの欠点を補うため、人工交配家系を用い

て次代検定林をつくり、検定後、採種林として利

用する方法が考えられる。

ねらい

1）2次採種園造成に要する時間、労力、経費を

節約できる。

2）一般組合せ能力の高い親クローンに由来する



家系の中から優良個体を選ぶことになるから、

選抜効果は大きい。

3）検定林をつくる際に家系を適切に配置すれば

採種林として利用した場合でも、近親交配を避

けることが出来る。

（北上弥逸）

2．育種集団と生産集団の分離（九州林木育種場）

九州地方には古くからさし木スギ林業が発達

し、各地に有名林業地帯を形成している。また実

生苗が受ける赤枯病を回避するためにもさし木造

林は今後とも継続するものと考えられる。

このため精英樹選抜育種事業のなかでスギにつ

いては次期精英樹を選抜するための母集団（育種

集団……次期精英樹を選抜するため育成した母樹

の明らかな実生集団）を事業規模で造成し、その

中から選抜指数方式によるゆるい選抜基準で多数

系統の多くの次期精英樹を選抜する。そして、こ

れらの次期精英樹群の中からさらに優良な品種を

選抜し採穂園（採種園）を造成し、さし木苗（実

生苗）により事業造林（生産集団……事業造林に

供する集団）を行なうのが得策である。すなわち

「育種は実生で、実際造林はさし木で」このパタ

ーンの反復が九州のスギ造林の実際にマッチして

いる。

また、さし木林業と実生林業をいろいろの面か

らその得失について比較検討がなされた。

（川村忠士）

3．交雑の役割（林試本場遺伝育種第3研究室）

種間交雑が有効な役割を果たしてきた。これは

種間交雑によって雑種強勢が現われる例が多いか

らである。特にマツ類・カラマツ類など針葉樹に

この例が多い。栄養繁殖では直接利用できるし、

実生繁殖でも農作物とちがって採種母樹が長年使

用できる利点もある。

雑種強勢をねらった交雑は林木における有力な

育種方法の一つであるかも知れない。

今回は種問交雑による育種計画の基本的な条件

および問題点について論議が交わされた。

（渡辺　操）

′

※東北林木育種場では、

場長室に直通電話を設け

ました。

場長室

（019688）－4301番

です。

既設の番号4517番と共

によろしくお願い致しま

す。
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当育種場内の植物の紹介（3）一一一
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日当りのよい草地や砂地に生え

る多年草で全体に開出した粗毛が

ある。茎は細く高さ15～25cm、茎

部から花後横に長く這う無花枝を

出し、発根して翌年の新苗および

花茎ができる。葉は長楕円形また

は狭長楕円形で、長さ2～6㎝、

基部に盤状に硬化する剛毛があり

鋭頭、基部が細くなって無柄、中

肋だけが明瞭である。花は径15～

18㎜で、4～5月頃（場内は6月

中も咲いている）上部の葉腋に開く

し各裂片の中央に縦に白色の隆起（図参照）があ

る。分果は白色で平滑、長さ2，5～3㎜となる。

一般に花の色は碧紫色ですが、時期により濃淡

に著しく差が見られて、稀に白色のものもありま

す。茎高が低い割合に花が大きく、しかも花の色

が紫系統でよく目立ち、庭にでも植えようと思い

掘ろうとしますと、隣の茎につながっています。
OCI

ちょっと見ただけでは。つる状の植物には見えま
00

せんが、茎の根元からつるがでているのです。
00

今までつる状の植物と思っていなかった人は、
0　0

よく観察して確かめて下さい。カズラとはつると

いう意味なそうです。

分布：日本全土

山地や丘陵地の草原に生えて、県内各地

むらさき科

［

佐々木　文　夫一－

および場内には普通に見られます。
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盛夏の季節を、皆様、ますますお元気ですごさ

れますよう祈っております。

さて、このたびは本誌に、栄ある第18回林木育

種賞を受賞されました宮城県林業試験場から原稿

をいただきまし

た。ほんとうに

ありがとうござ

いました。 ミミく

‘遁塗

．ロ旦重、
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